
家庭における食品ロスに加え、事業者からも加工や小売・外食プロセスにおいて多量のロスが発生しています。背景に
ある課題も複数のプロセスにまたがっており、食品ロス削減に向けてはフロー全体での取組が必要となっています。 

循環経済への転換にいち早く対応すると、新たな技術や事業の創出が可能になり、国内だけでなくグローバル市場
での競争力獲得にもつながります。また、地域に根差した企業が、地域の特性や課題を踏まえ、地域資源の最適
な循環圏形成に資する技術や事業を展開する事例もあり、環境課題の解決に加えて、産業振興や雇用創出への貢
献が期待されます。

循環経済に資する新たな技術開発・事業創出への期待

サーキュラーエコノミーとは
大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済社会活動は、気候変動問題、天然資源の枯渇、生態系の破壊など様々
な環境問題に関連します。世界的に資源・エネルギー、食料需要の増大や廃棄物発生量の増加が深刻化しています。
ウェルビーイングや経済成長と資源利用などの環境影響とのデカップリングの実現が不可欠であり、持続可能な形
で資源を利用する「サーキュラーエコノミー（循環経済・CE）」への転換が大きな潮流になっています。

サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー へ の 転 換 に 向 け た
ナ ビ ゲ ー シ ョ ン マ ッ プ

食品ロス

製造・加工・	
調理の高度化

	● 製造・加工・調理プロセスにお
ける無駄やミスを防ぐ

	● 製造の効率化によりロスを抑制

需給予測・	
ダイナミック	
プライシング

	● 食品の需給予測に基づきマッ
チングを行い、生産量を無駄
なく消費しきる 	● 鮮度、需要予測、消費者ニーズなど	

情報の見える化により食品管理を
適正化し、ロスを削減

在庫管理の高度化
	● 鮮度を見える化し、消費期限
内に食品を使いきるとともに、
過剰在庫を防ぐ

提供形態の工夫
	● 小売・外食時の工夫により、消
費者の食べきりを促進する

	● 消費者ニーズに沿う提供でロスを
削減

長期保存 	● 食品の消費期限を延ばす 	● 長寿命化により食品を確実に消費

新規需要発掘・
レスキュー食材の
マッチング

	● これまで消費されていなかっ
た食品の用途先を見つける

	● 需要マッチングにより食品を確実
に消費

リサイクル・	
アップサイクル

	● 消費されなかった食品を原料
として、新たな製品を製造・
販売する

	● 消費されなかった食品を利活用

リデュース

レスキュー

リサイクル

課題解決の方向性 課題解決への貢献

現在広く使用されているプラスチックには、原料の化石資源の消費や海洋ごみ等の流出、焼却によるCO2発生など
の問題が存在します。これらの問題を解決するために、リサイクルをはじめ、製品のシェアリングやリユースによる
長期使用、バイオマス資源や代替素材の使用などが重要になります。

プラスチック

代替素材化の促進
	● プラスチック以外の素材へ代替を拡大
（紙や木、無機素材など）

	● プラスチックの代替素材の利用促進によ
り、化石燃料由来の資源から脱却

バイオマス
資源の利用

	● 植物等を原料としたプラスチックの利用
を拡大

	● バイオマス資源利用の進展により CO2 排
出を抑制

脱ワンウェイ
	● 製品や容器のリユースやシェアリングに
より、使い捨てを削減

	● リユースやシェアリング等の取組拡大に
よりプラスチック資源を長期使用

循環利用の拡大
	● 処理後に再びプラスチックとして利用す
るリサイクル（メカニカルリサイクル・
ケミカルリサイクル）の拡大

	● 回収されたプラスチックのリサイクルの
推進

流出防止等の対策 	● 環境流出防止の技術的な工夫等
	● 河川や海洋等に流出するプラスチックを
削減し、海洋生態系への影響を抑制

課題解決の方向性 課題解決への貢献

サプライチェーン全体を通じてビジネスチャンスが拡大

CE への転換が潮流
となっており、先行
投資が重要

設計・生産国内循環における効率
的なリサイクル技術の
発展が重要

リサイクル

効率的な回収技術・
高度な選別技術の
発展が重要

回収

消費者の消費意識の変化
（エシカル消費等）

使用

地域循環地域循環

地域循環地域循環

地域循環地域循環
地域循環地域循環

出所）UNEP(2011),Decoupling Natural Resource Use and Environmental Impacts from Economic Growth を参考に作成
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技術開発の方向性

◆ リターナブル容器の開発

◆ シェアリング向けの製品開発

■ シェアリングの管理システム

● リターナブル容器の洗浄装置

★ 新たなプラスチック代替素材の開発

◆ ★ 製品の木・紙製化

● ★ バイオマスプラスチックの
　　  リサイクル技術

● ★ バイオマスプラスチックの製造技術

◆ リサイクル容易な製品開発

★マイクロプラスチックの
　 発生を抑制できる素材・製品開発

● ★ 再生樹脂の
　　  処理・成形技術

● ★ 投入エネルギー削減のための
　 　 代替プロセスの開発

● ★ バイオマスプラスチックの
　 　 リサイクル技術

● ★ 添加剤・フィラー等の改良

● ★ ケミカルリサイクル技術
　 　 （モノマー等の抽出・
　 　   原料分子等の変換技術）

● 破砕・洗浄技術

■ ● ★ 光学センサー・AI 画像認識

● 新たな選別技術の開発

■ 効率的配車回収システムの開発
■ ● スマートゴミ箱の開発
■ ● 減容化・洗浄機能付き回収装置の開発
■ 回収へのインセンティブ（ポイント等）付与

▼ 微生物分解・発酵の効率化・加速化

▼ 廃棄食品からの食品製造の加速化

▼ ★ 劣化防止コーティング

● 急速冷凍技術

■ ダイナミックプライシング
■ 鮮度の見える化による価値把握

■ レスキュー食材・
　 食品の適切な配送

■ 食品シェアのマッチング
　 プラットフォーム

■ 正確な工程管理

■ AIによる発注の調整

■ 需要予測に応じた生産管理

■ AIによる収量予測

■ 味覚データの分析

■ ● 量り売りシステム■ 在庫情報等連携
　 プラットフォームの整備

■ 在庫のデータ分析■ トレーサビリティ
　  の確保

■ 鮮度情報の可視化

● エチレンセンサー

■ 家庭向け在庫管理システム

技術カテゴリ 
■ IT　　● 機械　　▼ 食品　　◆ 消費財　　★ 素材・化学

提供形態の工夫

個人に合わせた提供形態の
最適化により、食べ残しを
防止し、使いきりを促進

製品や容器のシェアリング、 
リターンなどにより、新規
の製品製造を抑制

プラスチック以外の素材に
代替することで、プラスチッ
クの使用量を削減

バイオマス由来のプラスチックを
製造・利用し、化石資源消費を抑制

リサイクルが容易な製品や環境
中に流出しにくい製品の開発

マテリアル・ケミカルリサイクル
の環境性やコスト、品質等を改善
し、再生樹脂の用途を拡大する

リサイクルの前処理技術として異物や
他樹脂が混ざった廃棄物から、高品質
なプラスチック原料の分離を目指すプラスチック廃棄物を市

中から効率的に収集し、
高い回収率を目指す

製造・加工・調理工程で発生
する不要部位等やこれまで 
廃棄されていた食材・食品
の新たな用途を作り出す

食品の腐敗を防止し、
食品自体の寿命を延ばす

食品加工の過程を改善し、 
加工ロスの発生を防ぐ

食品業者などの在庫管理を精緻
化し、期限切れや品質劣化等に
よる廃棄を防ぐ

精緻な需要予測により、需要を超える
食品の製造や仕入、売れ残りを防ぐ

廃棄直前の食品を直接需要者に 
マッチングし、販売・譲渡する

脱ワンウェイ
非プラスチック
素材への代替

バイオマス
プラスチック

環境配慮設計

リサイクル
技術の向上

選別技術の向上 
（前処理技術）

回収率の向上
アップ

サイクル

長期保存

需給予測と
価格調整

食材
マッチングと
レスキュー

製造・加工・
調理の高度化

在庫管理の
高度化

食品ロス プラスチック

購入・消費

排出

回収

リサイクル

リサイクル

回収

選別

製造

販売

卸売

製造

一次生産

飲食・小売

サーキュラーエコノミーへの転換に向けた、課題解決に貢献する様々な技術の開発が必要とされています。食品ロス
とプラスチックのそれぞれの分野において、ライフサイクルの各段階の課題解決に資すると期待される技術例を、技
術の社会実装が期待される時期とあわせて整理しました。

サーキュラーエコノミーへの転換に向けた技術開発例マップ

都産技研：2023-10

なお、本マップに掲載されている以外にも、サーキュラーエコノミーへの転換に向けたアプローチや技術開発はありますの
で、今後の技術開発の方向性を検討する際の参考としてご活用ください。


